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テクノ教授

ガス分析 -GC､GC/MS分析-

◆メタン

◆一酸化炭素

◆例 地下水中のメタン及び
飽和炭化水素ガス量の定量

試料水を一定容量の密閉容器に入れ

て一定加温すると溶解していた揮発

性有機ガスが容器上部の気相部に揮

散し ます。同時に揮発性有機ガスが

試料水に溶解する反応も起こります。

この揮散と溶解の反応が平衡状態に

なった時の気相部の揮発性有機ガス

濃度を求めることにより、試料水中

に溶解している揮発性有機性ガス濃

度を求めることができます。

(ヘッドスペース法)

◆亜酸化窒素
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亜酸化窒素(以下N₂O)は
二酸化炭素、メタン、クロロ
フルオロカーボン(CFC)など
とともに代表的な温室効果ガ
スの一つです。二酸化炭素炭
素の約300倍の温室効果があ
り、オゾン層破壊物質として
知られています。麻酔作用が
あり、笑気とも呼ばれる。燃
料の燃焼時に発生するほか、
農薬の窒素肥料や下水処理工
程等で発生します。直接、ガ
ス状の試料をGC/MSに導入し
て定量します。右に標準ガス
のトータルイオンクロマトグ
ラム(TIC)を示します。

一酸化炭素(以下CO)が環境中に
排出される主要な要因は自動
車排出ガスです。酸素欠乏症を引
き起こす危険なガスとして知られ
ています。COは燃料の不完全燃焼
により発生します。CO自体は温室
効果ガスとはいえませんが、大気
中のオゾンやCH₄の生成と消滅に密
接に関わっており、温室効果の重
要な指標のひとつです。直接、ガ
ス状の試料をGCに導入して定量し
ます。検出器はTCD(熱伝導度)検出
器です。サンプル成分を含まない
キャリアガスとサンプルを含むキ
ャリアガスの熱伝導度の違いを測
定し検出します。右に標準ガスの
クロマトグラムを示します。

メタン(以下CH₄)は天然ガスの
主成分となる可燃性のガスで、有
機物の腐敗や発酵などにより発生
します。廃棄物(生ごみや家畜の糞
尿など)を微生物処理して、バイオ
ガス化して燃料として利用しよう
とする動きが広まっています。バ
イオガスにはメタンが含まれてい
ます。一方で、温室効果があるこ
とが知られており、永久凍土に閉
じ込められていたメタンガスが噴
き出して、地球温暖化を加速して
いるといわれています。

GC(ガスクロマトグラフ)、GC/MS(ガスクロマトグラフ質量分析計)を用いて、揮発性有機化合物・無機ガスの定性・定量分析を実施しています。

ご提供いただいた試料の形態に合わせて、前処理を行い、
GCやGC/MSを用いて測定します。
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